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⑤研究助成金 

大橋健一（代表）,奥寺康司：分子異常に基づいた肺腺がんの分類と浸潤・転移機構の解明 

基盤研究（C）(2012-2014 年) (当年度 1,400,000円) 

奥寺康司（代表）：異型性の分子基盤の追求（KRAS下流分子のプロテオーム解析から）．基

盤研究（C）（2011-2013年）（当年度 1,800,000円） 

禹 哲漢(代表)：RAS 変異・高増殖活性型肺腺癌の分子病理学的特性(S100 蛋白質の関与）

基盤研究(C)(2013-2015年)(当年度 1,400,000円) 

奥寺康司（分担）：リンパ管と漿膜の機能形態学．基盤研究（C）（2012-2014 年）（当年度 

100,000円） 

梅田茂明(代表)：肺腺癌の悪性化に関わるケモカインネットワークの解明 、基盤研究

(B)(2013-2015年)(当年度 1,500,000円) 

大橋健一(代表)：糖尿病性腎硬化症進展における Advanced glycation end products, 喫煙

習慣の影響, 喫煙科学研究財団研究助成金 (2011-14年)(当年度 2,000,000円) 

奥寺康司(代表)：肺癌を伴う多重癌の発生機構ー遺伝的不安定性の関与ー, 喫煙

科学研究財団研究助成金 (2013-15年)(当年度 2,000,000円) 



大橋健一(代表)：高速凍結技術の医療応用への可能性の検討に関する調査開発、一般財団

法人機械システム振興協会(1,200,000円) 

大橋健一(代表)：ヒト悪性腫瘍（がん）の病理学的、分子病理学的研究、汐田病院との共

同研究 (1,800,000円) 
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